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圧
一

年 四 和 蔚

論

説

及

報
文

　

　
ク

ロ

ッ

ス

式

及

び

ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

式
ク

ラ

ッ

キ

ン

グ
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就

て

　

　
水

田

政

吉

五

〇

ク

ロ

ッ

ス

式
及
び
ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

式
ク

ラ
ッ

キ

ン

グ
・

プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て

−
へ

昭

和
三

年
七

月
｝

四

日

燃
料
協

會
第
六

三

囘
例

會

講
演
）

ー
ー

【

璽

冒
】

演
者

は

現

在

廣
く

行

は

ろ

 

ク

ロ

ッ

ス

式

及

び

ジ
ェ

　
　
順

　
　

序

ク

ロ

。

ス

式
分
解
蒸
溜

法

第
一

　
裝

　

置
．

第
二

作
業
方
法

　

第
三

　
工

業
的
成

績

　
　
一

、

西
山

燈
油

原
料

二
，

秋
田

燈
油
原
料

　
第
四，
．
圖
面
の

詮
明

ジ
ヱ

ン

キ

ン

ス

式
分
解
蒸
溜
法

第 第 第 第 第
五 四 三 ニ ー

裝

　

置

作
業
方
法

工

業
的
成

紋

向
法
の

批
評

圖
面
の

論
明

ン

キ

ン

ス

式
石

汕
ク、
7

ッ

キ

ン

グ

装

鷹

に

就
き

詳
邇
ぜ

ん

と

す

三
、

新
津
輕
油
原
料
　
四、

結
論

水

　

田

政

　

吉
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第七ノ 、號

　
　

　
　
　
　
　
　

　
ク

ロ

ッ

ス

式
分

解
蒸

溜
法

　
現

今
我
が

石

油
工

業
に

用
ひ

ら

れ
て

居
る

ク

ラ
ッ

キ
ン

グ
・

プ

p

セ

喫

ス

に

は

ダ
ッ

ブ

ス

式．

ク

ロ

ッ

ス

式
及

び
ジ
蹌

ン

キ

ン

ス

式

の

三

種
類
が

あ
る
、

ダ
ッ

ブ

ス

式
に

就
て

は

曩
に

本
誌
（

大
正

十

三

年
三

九
六

頁
）
に

於
て

紹
介
し

た

事
が

あ

る
、

故
に

今
囘
ば

主
と

し

て

ク

ロ

．

ス

式
と
ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

式
に

就
て

蓮
べ

る

　
ク

ロ

ッ
ス

法
は

ダ。．
ブ

ス

法
と

違
ぴ

重

油
よ

り

も

燈
、

輕
油

原

料
を

分
解
す

る

に

適
し

反

應
壓

力
を
高

め

液
相
で

比
較
的
輕
い

油
を

分
解
す
る

も
の

で

あ

る

日

本
石

油

會
融
は

大
正

＋

五
年
十
「

月

薪
潟
製
油

所
に

於

て
「

貝

通
油

量
千
粨
な

る

ク

・

。

ス

式
ク

ラ
ッ

キ

ン

グ

裝
置
を

建
設
し

引

綾
き

作
業
中
で

あ
る

が

之

れ
本
邦
ク

ロ

ヅ

ス

式
分

解
蒸
溜
法
の

嚥
矢

で

あ
る

　
ク

p

ッ

ス

法
は

米
人

ウ
ォ

ル

タ

i
。
ク

ロ

・

ス

及
び

ロ

イ
・
ク

ロ

・

ス

兩
博
十

兄

弟
の

發
明

に

係
り
冖

九
「

六

年
米
國
特
許
と

し
て

公
布
せ

ら
れ
「

九
二
一

年

イ

リ

ノ

イ
・
イ

ン

デ
ヤ

ン

石

油
會
杜
に

於

て

工

業
的

裝

置
を

創
設
し

た

に

始
ま
り

爾
來
裝
置
の

改

善
叉

は

新
考
案
を

加
へ

途

に

今
日

の

如
き

完
全

な
る

も
の

に

發
逹

し

た
の

で

あ
る

　
改
良
研

究
中
特
記
す

可

き
點
は

熱
交
換
器

を

造
て

通
油
量
の

堆
加
を
圃
り

、

耐
高
壓
性
フ

ォ

ー

ジ

ド
・
ス

チ

ー

ル

を
以

て

反
應
室
を

造
て

作、
業
の

安
全

を

圃

り
．

特
殊
の

高
壓
調
篩
弁
を

考
案
し

て

奔
中
に

炭
素
分

閉
寒
の

故

障
を

防
止

し

得
、

殊
に

バ
…、

ブ

ル

塔
な
る

も
の

を
考
案
し
て

再
蒸
溜
を

省
略
し

同
時
に

所

望
の

乾
點
の

揮
發
凅

を

造
り

得
る

に

至

っ

た

禀
等
で

あ

る
．

斯
く
し
て

改

良
に

改

良
を

加
へ

分
解
牧

得
率
の

増
進

．

裝
置

の

耐
久
力
増
加

、

作
業
の

安
全、

通
油

數
の

増
加
等
優
秀
な
成
継
を

纈
は
し

共
の

創
業
比
較
的
遯
れ
た

に

も
拘
ら

す
幾
何
な
ら

す
し
て

米
國
ク

ラ
。

キ

ン

グ

界
の

白
眉
と

な
り

＝
二

〇

〜
一

四

〇
臺
の

多
數
が

探
用

さ

れ
る

に

至

っ

た
の

で

あ

る
．

而

し
て

夫

等
歴
史
的

の

事
項

に

至
つ

て

は

大

正

十

五

年
七

月
日

本
鑛
業

會
誌
に

於
て

著
者
の

「

本
邦

製

油
彙
の

進
歩
」

な

る

題
下

の

講
演
記
事
中
に

明

な
る

を
以

て

蝕
に

は

之
れ

を
戳
隆

ず

る

N 工工
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第
一

、

装

置

分
解
爐
（

82
）

爐
は

高
さ

二

三

呎
、

幅

δ
呎

δ
吋
．

長

三

天
呎
一

〇
吋

、

外
側
煉
瓦

の

厚

さ

二

呎

二

吋
、

其
の

内

戻

碍
を
耐
火
煉
瓦
を

以

て

築
き

上

ぐ

　
パ

｝

ナ

ー
（
27
）

は

重

油
及
び

瓦

斯
バ

ー

ナ

ー

四
本
つ

つ

を

爐
の

前
後
爾

側
に

取

付
け

爾
側
よ

り

燃
燒
す
る
、

火
焔
は

爐
の

中

壁
に

衝
突
し
｝

様
の

火
熱
と

激
つ

て

上
部
の

ア

ー

チ

内
約
一

〇
〇
個
の

小
穴
よ

り

加

熱
鍼
管
（

31
）

の

有
る

所
に

導
か

れ
此

處
で

鐡
管
内
に

流

通
し

來
る

油
を

分
解
す
る

、

加
熱
鐵
管
（

31
）

　
　
　
　
諭
貌
及

報

変

　

　
タ
ロ

ッ

ス

式

及
び

ジ
ェ

ン

キ

ン

ン

ス

式
ク

ラ
ッ

キ

鈩
・

プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て

　

水
田

政

吉
　

　

　

　
　

　
　

　

　

　
　
五
一
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月 一 年 四 和

　
　
　

　岨
講

観
及

報

丈
　

　

ク

卩

ッ

ス

式
及
び

ジ
ェ
ン

キ

ン

ス

式

ク

ラ
ッ

キ

ン

グ・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て

　

　

水
田

政
士
臥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

二

は

分
解
爐
内

、

幅
七

呎

三

吋
．

高
さ

八

呎

八

吋
．

長
さ

二

二

呎

四
吋
の

室
内
に

八

本
→

列
、

七

本
→

列
、

之
れ
を

交
互

に

衄
置
し
内
三

〇
本
は
コ

ー

ル

ド
・

ド

ロ

ン

・
シ

ー

ム

レ

ス
・

チ
偽
ー

ブ

で

之

れ
を

分
解
爐
内
下

部
四

段
に

蓮
結
配

置
し

他
二

二

木
は

カ

ラ

ラ

イ

ズ

ド
・
シ

ー

ム

レ

ス

・

チ
．
ー

ブ

で

之

れ
を

其
の

上｝
二

段
κ

連
結
配
置
す
る

，

そ
れ
か

ら

爐
の

最
上

部
に

も

蓮
結
さ

れ

た

鐵
管
四

五

本
あ
り

，

之
れ
を

豫
熟
管
（

32
）

と

名
つ

く
る
、

豫
熱

管
は

ホ
ッ

ト
・

ド

ロ

ン
9

シ

ー

ム

レ

ス
・
チ
、
ー

プ

で

分
解

爐
の

余

熱
で

鐵
管
内
に

通
過
し

來
る

油
を

豫
熱
せ

し
む
る

作
用
を

な

す
、

而

し

て

前
記
加
熱
鉞
管
は

豫
熱
管
と

共
に

何
れ
も
内

徑
三

吋
、

長
さ

二

四

呎
、

厚
さ

二

分
の

→

吋
の

も

の

で

あ
る
，

因
に

カ

ラ

ラ

イ

ズ

ド
。

チ
斗
ー

ブ

と

は

鋼
鐵
の

表
面
を

ア

ル

ミ

ニ

ウ
ム

の

合
金
と

な

し
た
鐡
管

を
云

ひ

鋼
鐵
の

張

度
と

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

の

腐
蝕
抵

抗
力
と

を
有
し

通
常
の

鐵

管
に

比

し

て

硫
化
水
素

、

亜

硫
酸
瓦

斯
、

一

酸
化
炭
素，

フ
ァ

ー

ネ

ー

ス

瓦
斯

，

石

油
蒸
氣
に

對
し

侵
さ

る

、

こ

と

少

な
い

も

の

で

あ

る

　

次
に

鐵
管
と

鐵
管
の

連
絡
は

凡

て

厚
さ

二

時

二

分
の
一

の

フ

ォ

ー

ジ

ド
・
ス

チ

ー

ル

の

リ

タ

ー

ン

・

ベ

ン

ド

を
以

て

蓮
結
し
．

加
熱
鐵
管
と

リ

タ

亅

ン
・
ペ

ン

下

と
の

聞
に

は

金

屬
性
パ

ッ

キ

ン

グ

を
詰
め

込

み

管
の

端
は
ビ

ー

チ

ン

グ

を

爲
し
ペ

ン

ド

に

密
着
せ

し

む

る
、

又

リ

タ

ー

ン
・

ペ

ン

ド

に

は

三

吋
の

プ

ラ
湖、

グ

を

捻
込
ん

で

密
封
す

る

　

反

應
室
（

5
）

　

　
ソ

リ。、
ド
。

フ
ォ

ー

ジ

ド
。
ス

チ

ー

ル

製
．

圓
筒
型
、

内
徑
三

呎
、

長
さ

四

二

呎
、

厚
さ

三

吋

で

外
部
に

シ

ロ

。
セ

ル

・
ブ

ロ

ッ

ク
，

中
間
に

マ

グ

ネ
シ

ヤ
・

ブ

ロ

ッ

ク

を

張
り

表

面
に

セ

メ

ン

ト

を
塗
り

付
骨

其
等
の

厚
さ

合
計
四

吋
，

之
れ
を
以

て

保
温

す
る

　

蒸
發
塔
（

11
）

　

厚
さ
一

六
分
の

七

叶
の

鋼

鐡
板
を
ハ

ン

マ

ー

ウ
禺

ル

ド

し

た

直
徑
六

呎
．

高
さ

三

九
呎

七

助
の

高
塔
に

て

外
面
に

シ

ロ

”、
セ

ル
・
プ

ロ

屮、
ク

．

セ

メ

ン

ト

等
に

て

厚

さ

三

吋
四

分
の

一
の

保
温

を

施
し

内
部
は

上

方

に

多
數
積
み

重
ね

た
る

メ

タ
ル

・

ラ
ッ

ス

を
取
付
け
炭
素
微

粉
の

上

昇
を

防
ぐ

様
に

す

　

精
溜
塔
（

17
）

　
　
厚
さ

二

分
の

一

吋
鋼
鐵
板
を
ハ

ン

マ

ー

ウ
禺

ル

ド

し

た

直
徑
七

呎

五

吋
．

高
さ

六

〇
呎

九
吋
の

高
塔
で

内
部
中

間
に

は

鑄
鐵
拔
製
の

ト

レ

イ

數
†

段
を
設
け

ト

レ

イ

に

は

總
計
二
．

OOO

個
の

鑄
辮…
製
ヵ

．

プ

を

截…
せ

上

方
に

は

徑
二

叶

の
謳
鉞

管
一

，

六
〇
〇

呎

を

蛇
管
形
に

組
立

て

た
執…
交
換
器

（

3
）

を

置
き

下

方
に

は

徑
二

吋
．

長
さ

七

吸
の

鐵
管
八

八

本
を

以

て

組
立

て

た

リ

ボ

イ

ラ

ー
（

9
）

を
取
付
け

る

　

冷
却
器
（

β
）

　

軟
鋼

製
の

高
さ

八

呎
六

吋
，

幅
一

〇
呎
．

長
さ

二

〇
呎
の

水

補
で

内
部
に

揮
發
油
冷
却
用

と

し

て

四
吋

鐡
管
蓮
結
延

長
七

〇
〇
呎

，

循

環
油
冷
却
旧

と

し
て

連
結
延
長
五

〇

〇
呎
、

重
油
冷
却
用

と

し

て

連
結
延
長
一

七

五

呎

の

三

の‘
蛇
管
を
裝
置
す

る

　

瓦

斯
分
離
器
（

24
）

　

内
徑
四

呎
．

高
さ
「

八

呎
．

厚

さ

四
分
の

一

吋
の

軟
鋼
製
圓
筒
欺
を
爲
す

も
の

で

あ

る

　

喞
筒

　

　
低
壓
川
と

し

て

毎
牛

方
吋
四

〇

1
一

胤
○
封

度
の

横
置
式
双

筒
複
動
ピ

ス

ト

ン

型
の

喞
筒
を

置
き

又

高
壓
用
と

し

て

毎
李

方
吋

七

七

五

封
度
の

N 工工
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七！ 、

繊
置
粛
双

筒
單
動
プ

ラ

ン

ジ
ャ

ー

型
喞
筒
（

30
）

を

使
用

す
る

　
ト

ラ

ン

ス

フ
ァ

ー

ラ

イ

ン

　

　
ト

ラ

ン

ス

フ

ァ

ー

ラ

イ

ン

（

4
）

と

は

加
熱
鐵
管
と

反

應
室
と

の

逑
絡
管
の

事
で

あ
る

、

内
徑
三

吋
．

外
部
を
厚

さ

三

吋

0
シ

ロ

ッ
セ

ル

・

ブ

ロ

ッ
ク

．

セ

メ

ン

ト

等
を

以

て

保
温
す

る
、

ト

ラ

ン

ス

フ

ァ

ー

ラ

イ

ン

管
相

五

の

蓮
絡
は

特
製
フ

ォ

ー

ジ

ド
・

ス

チ

ー

ル
・
ボ
…、

ク

ス

を

剛

ふ

る

　
遮
絡
鐵
管
　
　
高
壓
喞
筒
よ

り

精
溜
塔
（

17
）

迄
の

鐡
管
（

21
）

は

ダ
ブ

ル

ニ

吋
エ

キ

ス

ト

ラ

鐡
管
を

使
珊
す
る

，

精
溜
塔

よ

り

分
解
爐
の

豫
熱

管
ま
で

も
亦

ダ
ブ

ル

ェ

キ

ス

ー・
ラ

管
を

使
用

し
此
分
は

三

吋
の

シ

ロ

ッ

セ

ル

。

ブ
ロ

ッ

ク

及
び

セ

メ

ン

ト

を
以

て

保
温
す
る
、

其
の

他
反

應
室
よ

り

蒸
發
塔

及
び

精
溜
塔
に

至

る

鐵
管
は

二

吋
エ

キ

ス

ト

ラ

ス

ト

ロ

ン

グ

管
を
使
用
す

る

N 工工
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作
業

方
法

ー
作

業
の

概

要

The 　Japan 　工nstltute 　of 　Energy

　
高
壓
試
驗
　
　
作
業
開
始
前
に

裝
置
の

高
壓
作
業
の

部
分
に

對
し

て

壓
力
試
驗
を

行
ふ

、

試
驗
は
反
應
窒
（

5
）

の

各
出

ロ

を

閉
ぢ
プ

レ
ヴ

シ

ァ

ゲ

ー

ジ

ラ

イ

ン

よ

り

室

氣
を

放
出
し
喞
筒
を
以

て

原

料
油
を
張
込
む

に

始
ま

り

油
が

滿
つ

れ
ば

ゲ

ー

ジ

ラ

イ

ン

を

閉
ぢ
高
壓
喞
筒
に

よ

り
一

、

一

〇
〇
封
度
迄
壓
力

を

高

め

各
部
分
の

漏
洩
の

有

無
を
綸幽
す

る

　
點
火

　

　
高
壓
試
驗
終
了

後
、

壓
力

を

二

五

〇
封
度
に

低

下

し

高
壓
喞
筒
一

分
間
約
一

五

囘
轉
に

邂
轉
し

油
は

循
環
線
よ

り

原
料

槽
に

戻
し

っ

」

令

解
櫨

の

バ

ー

ナ

ー
（

27
）

に

點
火
し

爐
の

湿
度
が

上

昇
す
る

に

從
ぴ

漸
次

喞
筒
の

囘
轉
を

増
す

、

三

i
四
時
闇
で

ト

ラ

ン

ス

フ
ァ

ー

ラ

イ

ン
（

4
）

の

温
度
華
氏
八

六

〇
ー

八

八

〇
度
と

な
る

、

左
記
は

共
の

＝
例

で

あ

る

　
　
　

分
解

爐
の

淵

度
（

華
氏
）

　
ト

ラ
ン

ス

フ

ァ

ー

ラ

イ

ン

の

温
度

　

反

應
室

匪
力
（

封
度
）

　

　

高

簾
喞
筒
囘

轄
撤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

華
氏
）

　
　
　
　
　
　
　
一

、

OOQ

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

I
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

四

〇

〇
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　一
六

　
　
　
　
　
　
　
一

、

三

〇
〇

　

　

　
　

　

　

　
　

　

六

五

〇

　

　
　

　

　

　
　

　

五

五

〇

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　一

九’

　
　
　
　
　
　
　
一

、

四

九
Q
　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

七

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

七

〇

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ニ

ニ

　
溜
出

　、

ト

ラ

ン

ス

フ
γ

ー

ラ

イ

ン
（

4
）

の

温
度
華
氏
八

七

〇

ー
八

九
〇
度
に

逹
す
れ
ば

喞
筒
の

速
度
、

壓
力
調
節
奪
及
び

爐
の

火
力
を

調
節
し
て

同
牀

態
を

維
持
し

三

〇
分
聞
の

後
循
璞
線
を
本
線
に

切
換
へ

合
成
揮

發
原
料
油
を
蒸
發
塔
（

11
）

に

遞
入
す
る

や
、

蒸
發
塔
及
び

精
溜

塔
の

淵
度
及
び

壓
力
は

漸
次

上
昇
し

約
一

時
間
に

し
て

壓
力
二

五

封
度
に

逑
す

る
。

茲
に

於
て

瓦
斯
分
離
器
（

24
）

の

レ

リ

ー

フ

奪
を

二

五
封
度
に

調
節
し
瓦

斯
は

分
解
爐（
％
）

に

導
ぴ

い

て

焚
き

始
む

る
、

斯
く
し

て

溜
出

開
始
後
約
四

時
禰
に

し

て

蒸
發
塔
（

11
）

の

底
部
の

温
度
華
氏
五

八

〇
1
六

〇
〇
度

、

殘
留
す

る

熾
料
重
油
の

比
重
O
・

九

　
　
　
　
諭

観
及
報一
丈
　

　

ク

卩

ッ

ス

式
及
び

ジ
ヱ
ン

キ

ン

λ

式
ク

ラ
ッ

キ

ン

グ
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就

て

　

　

水
田

政
士

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

三
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論

説

及

蝦

文

　

　
ク

ロ

ッ

ス

式

及

び

ジ
ヱ

ン

キ

ン

ス

式
ク

ラ

ソ

キ

ン

7
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て

　

　
水
田

政

吉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
五

四

五

〇
以

上

と

な
り

重
油
は

底
部
重
油
線
（

12
）

に

よ

り

冷
却

器
（

欝
）

を
經
て

受
槽
に

入

る
．

一

方
合

戒
揮
發
原
料
油
は

リ

ボ

イ

ラ

ー
（

9
）

を

經
て

蒸
發
塔

に

行

ぐ
，

共
の

後
約
三

時
囲
精
溜
塔
（

17
）

の

頂
上
の

温
度
は

華
氏
三

〇

〇
度
に

逹
し

合

成
揮
發
油
は

多
量
に

溜
出
し

始
む
る
、

此

の

時

塔

の

上

部
に

あ

る

熱
交

換
羅
（

3
）

に

張
込
油
を
通
じ
頂
上

の

温
度
を

調
節
す

る
，

之
で

裝
置
は

全
部
普
通
作
業
歌
態
と

な
る

の

で

あ

る

　
普
通
作
業
献
態
に

於
け

る

原
料
油
は

低
壓
及
び

高
壓
喞
筒
に

依
り

蓮
綾
的
に

六

五

〇

1
七

〇
〇

封
度
の

壓
力
で

精
溜
塔
の

熱
交
換
器
（

3
）

に

入
り

此

處
で

豫
熱
せ

ら

れ
て

分
解
爐
（

82
）

の

加
熟
鐵
管〔
32
×
31
）

に

赴
き
鐡
管
内
通
過
中
に

華
氏
八

七

〇
−

−

八

九

〇
度
に

熱
せ

ら

れ
分

解
作
用

を

起

し

つ

 

反
應
室
内

（

5
）

に

至
り

．

此

處
で

コ

ー

ク

ス

或
は

炭
素

分
を
沈
積
し
他
方
合
成
擁
發
原
料
油
は

精
溜
塔
底
部
の

リ

ボ

イ

ラ

ー
（

9
）

を

經
由
此

處
で

叉

熱
交
換
が

行
は

れ

て

蒸
發
塔
（

11
）

に

行
く、

蒸
發
塔
で

は

壓
力
を
低

下

し

て

三

〇
封

度
と

な
し

重
油
は

底
部
に

降
り

油
氣
は

油
蒸
氣
線
（

16
）

經
由
更
に

精
溜
塔
（

17
）

に

行
く
岡

に

循
環
油
を

底
部
（

18
）

に

分
離
し
っ

」

冷
却
器
（

爲
）

を
通
過

，

瓦

斯
分
離
器
（

24
）

に

行
く

，

而
し

て

揮
發
油
分
は

底
部
よ

り

揮
發
油
線
（

25
）

を

通
じ

て

貯

藏

糟
に

行
き

瓦

斯
分
は

上
部
よ

り

調

節

命
を
經
て

分
解
爐
に

至

つ

て

燃
料
と

な

る
．

省
ほ

作
業
中

時
と

し

て

原
料
油

本
線
が

媛
素
に

依
り

閉
塞
さ
る

る

こ

と

が

あ
る

、

斯
の

如
き
場
合
は
一

時
第
二

本
線
に

切
換
へ

本
線
を

ク

リ

膏

ナ

ー

に

て

掃
除
し

再
び

使
川

す

る
、

叉

作
業
四
ー

七

日

間
に

及
ぺ

ば

反

應
室
内
に

炭
素

の

沈
積
が

多

量
と

な

ゆ

加
熱
鐡
管
に

も

亦
炭
素
の

堆
積
す

る

に

至
る

を
以

て

火
止

を

な
し
掃
除
を

行
ひ
一

囘
蒸
溜
を

完
了

す
る

も

の

で

あ

る
．

火
止

は

原

料
の

種
類

，

其
の

時
の

分
解
程
度
に

ょ

り

相
違
す

る

が
．

大
體
原

料
別
に

よ

る

作
業
韈
綾
日

數
は

軽
油
で

六

日
．

燈
油
原

料
で

七

日

等
で

あ
る

第
三

工

業

的

成

績

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「
、

西
山

燈
油
原

料
の

分
解
駄

烝

溜…

　
同

燈
油
原
料
の

比

重
は

0
・
八

三

九
で

分
解
蒸
溜
に

附
し

た

數
量
は
一

、

二

四

八

竏
，

間
、

溜
出
總
計
→

九

〇
時
聞

，

其
の

作
業
壓
力
及
び

温
度
は

次
麦
の

如
く
で

あ

る

卜 熱 烟 分

ラ

ン

解

爐

交

　
　

換

ス

フ

ア

ー

一
フ

イ　　　　　 温
ン

内 器 突 内

：韭） （3」　（29 ）C　28）　度

關

係

華
氏

　
　
度

一
、

個
七
五

　
　
七

囚

〇

　
　
五

三

〇

　
　
八

八

五

作
業
總
計
二

三
→

時
闇

，

最
初
よ

り

溜
禺
に

至

る

迄

の

時
間

三

時

蒸 り 反 反

　 穿應

發 ラ 室 應

　 出出 壓

塔 口 口 室
（U ）（10）（7丿 働
　 　 　 　 力

關

　

係

　 　 　 　 　 　 七

三 三 八 　〇
− 　　 oO 封
　　　　　　　度
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1騰 一
六

ttt
七 第

　

分
解

揮
發
油

亀

リ

ボ

イ

ラ

ー

迄

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七
一

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

精

　

溜

　

塔
田

　

　

　

　

　

　

　

二

九

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

ラ
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　　
ラ

　

分
解
揮

發
沺、

リ

申

イ

ラ

ー

よ

り

10

　

　

　

　

　

　

五

三

〇

　

　

　

　

　

武

斯

分

離

器
顕

　

　

　

　

　

二

四

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

く
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

く

　

蒸

　

發
　
　

塔

恥

　
底

　

　

部

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

八

〇

　

同

　
　
　
　
　
頂

　
　
　
　

部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

六

〇

　

紬脚
　

溜

　
　

塔

　

　

底

　

　

部
17
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

四

〇

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

メ

　

同
ト

レ

ー

に

於
け

る

分
解

揮
發
油
20

　

　

　
　

　

　

　
　
四

三

〇

1
五

二

〇

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

く

　

同

頂

部

の

抽一

鯊

氣

　

　

　

　

　

四
二

〇

　

分

解

揮

發

油

の

蒸

氣
22

　

　

　

　

　

　

　

三

→

○

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

（

右
の

如
き

條
件
の

作
業
に

依
り

得
ら

れ
た

成
績
は

左
の

如

く

で

あ
る

　
一

、

分
解
蒸
溜
成
績
（

原
料
に

對
す
る

％
）

　
　
　

分

解
揮

發
原
料
油
（

A
）

　

　

　

循

堤

油
（

B
）

　

　

　

燃

料

軍

油
（

C
）

　

　

　

炭

　

　

素

　

　

　

翼

斯

及

減

　
　
　
　

　
　

　

四
二

人
六

　

　

　

　

　

五

四
・

三

六

　

　

　

　

　

　

丁
三

へ

　

　

　

　

　

0・
〇
五

　

　

　

　

　

丁
三

五

　
右
の

内
分
解
揮
發
原
料
油
は

之
を

市
販
品
と

な
す
爲
め
に

は

下
表
の

如
く
化
學
的
洗
滌
法
を

施
し

再
蒸
溜
に

附
す
る

を
要

す

る

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

丶
製

品

揮

發

油
（

G
）

　
　
　

分

解
揮

濺
原

料
油
（

A
）

　
洗

滌
↓
SG

油
（

S
）

　
再

蒸
溜

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

〆

釜

　
殘

　

典
R
）

　
此
の

化
學
的
洗
滌
の

主
な
る

目

的
は

硫
黄
及
び

樹
脂
分
等
を
除
く
に

あ

る

が

其
の

操
作
は

仲
々

複

雜
な

る

も
の

で

あ

る
，

即

ち
先
づ

豫
備
的
洗
滌
と

し

て

水

洗．

ブ

ラ

ム

パ

イ

ト

洗
及
び

水
洗
を

行
ふ

、

次
に

發
烟
及
び

彊

硫
酸
を

以
て

酸
洗
を

爲
し
曹
達
を

以

て

申
和
し

、

更
に

プ

ラ

ム

バ

イ

ト

洗
及
び

水
洗
を

繰

返
し
全
く

申
性
の

も
の

と

な
し

て

始
め

て

再
蒸
溜
操
作
に

移
る
，

因
に

プ

ラ

ム

バ

イ

ト

液
は

濃
厚
な

苛
性
曹
達
液
一

竏
に

酸
化

鉛
六

〇
瓩
を

溶
解
せ

し
め

た

も
の

で

あ
る

、

之
等
の

諸
操
作
は

新
津
輕
油
原
料

及
び

秋
田

燈
油
原
料

等
の

場
合
何
れ

も
同

様
に

行
は

れ
る

　

次
に

掲
ぐ

る

表

は

西
山
燈
油
原
料
及
び

之
を
分
解
し
で
得
た

分
解
揮
發
原
料

油
（

A
）

．

循
環
油
（

B
）

，

燃
料
重
油
（

C
）

等
の

品
質
試
驗
の

成
績
を

示

す

も

の

で

あ
る

一
、

燈
油
原
料
（

西
山

原
油
製
品
）

　
　
　

比

　
重

　

　

　

0・
へ

三

九

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

初
溜
濃
度

　

　

　

揖
氏
一
一

〇

度

　
　
　
　

論
蹴
及

報
丈
　
　
ク
ロ

ッ

ス

式
及

び
ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

式
ク

ラ
ッ

キ

ン

グ
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て

　
　
水
田

政

吉

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
五
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〇

1
二

五

〇

乾

　
　

　
點

殖

　

　

　
滓

減

溜

出
（
％
）

　

　
一

〇
・

二

　

　

　

九
。

〇

　

　

　

七
・
六

　

　

　

六・
四

　

　

　

五
・
九

　

　

　
二
・
三

　

　

　

二
・

こ

　

　

　

丁
二

　

　

　

〇
・
八

攝
氏
二

五

Q
度

　

　

　

三
・

六

　

　

　

丁
0

同
上

累
計
（

％
）

　

　

六

〇・
〇

　

　

六

九・
〇

　

　

七

六
・
六

　

　

八

三
・
〇

　

　

八

八
・
九

　

　

九

丁
二

　

　

九

三
・
四

　

　

九

四

⊥
ハ

　

　

九

五
・
四
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第七六號

一
亀

比

重

　

　

O・
七

五

五

分

溜
咸
績

　
　
　
一

〇
〇．
竓
に

付

混

度
（

揖

　

三

三

ー

　

四

〇

ー

　

五

Qi

　

六

〇

1

　

七

〇

1

　

八

〇

ー

九 八 七 六 五 四 氏

OOQOOO ）

九

Q

ー
一

〇

Q

一
〇

〇

1
二

〇

一
　一

〇

1
一
二

〇

一
二

〇

1
「
三

〇

一
三

〇

！
一

四

〇

溜

初

漕
温

度
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〇 九 九 六 五 五 四 三 ニ
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夫 西 三 三 6 三 三 天三 三 λ さ

再

蒸
溜
に

ょ

り

得
た
る

釜
殘
油

（

RV

　

比

　
重

　

　

　
O．
八

五

七

　
　

　
　
初

溜
撮
度

　

分
溜

成
綾

　

　
一

〇

〇

眤
畠
付

濃

度
（

攝

氏
）

一
へ

八

i
一

九

〇

一
九

〇

ー
二

〇

〇

二

〇

〇

ー
二
一

〇

二

→

O

ー
ニ

ニ

〇

ニ

ニ

O

ー
二

三

〇

二

三

〇

t
二

四

〇

二

四

つ

ー
ー

二

五

つ

二

五

り

i
二
亠
ハ

う

二

六

〇

ー
二

七

⇔

　

　

論

説
及

報
丈

溜

出
（

％
）

　

二
・
〇

三

四
・

〇

一
九・
Q

二

〇・
五

　

四
・
五

　

二
・

二

　

丁
八

　

二
・
0．

　

二
・
り

攝
氏

三

三

度

同

上

累
計

（

％
）

　

　

　

O・
八

　

　

　

二
・
「

　

　

　

四。
四

　

　

　

八
・

三

　

　

　

＝
丁

六

　

　

　一
七
・
八

　

　

　
二

二
・
八

　

　

　
二

九・
〇

　

　

　
三

八
・

二

　

　

　
四

七・
六

　

　

　
五

八・
二

攝
氏
一
八

八

度

同

上

累

計
（

％
）

　

　

　

二
・
〇

　

　

三

六・
Q

　

　

五

五・
Q

　

　

七
五
・
五

　

　

八

〇・
O

　

　

へ

二
・

二

　

　

　
氏

四
・
つ

　

　

　
八

六
・
⇔

　

　

　
八

へ
。
O

一

温

度

〔

講

氏
）

一

四

〇

ー
一
五

〇

一
五

〇

i
一
六

〇

一
六

〇

1
一

七

〇

一
七

〇

1
一
八

〇

一
八

〇

i
一
九

〇

一

九

Q

ー
二

〇

〇

二

〇

〇

ー
二

〇

二

乾

　
　

　
點

戔
　

　

　

　
　
霊
r

タ
　

　

　

　

　

　

　
　・
−

減温

度
（

攝

氏
）

二

七

〇

1
二

八

〇

二

八

〇

ー
二

九

〇

二

九

〇

1
三

〇

〇

三

〇

〇

1
三
一

〇

ゴ
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OI

三
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〇

三

二

〇

1
三

二

六
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滓 點

ク

ロ

ッ

ス

式

及

び
ジ

ェ
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キ

ン

ス
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ク

ラ
ッ

キ

ン

グ
・
プ
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セ

ッ

ス

に

就
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政

吉

　　欝　 　 　 　 溜
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月
一

年 四 和 昭

四
、

結

論

説
及

報

交
　

　

ク

ロ

ッ

λ

式「
及
び
ジ
ェ

ン

キ

ン

λ

式「
ク

ヲ
ヅ

キ

ン

ア
・
プ

ロ

セ

ッ

λ

に晶
就

て
　

　
」

那

田

政
士

ロ

込

両岡

六

へ

　
　

以
上

の

分
解
作
業
に

於
て

反
應
壓
力
は

何
れ
も

七

〇
〇

封
度
を

探
用

し

分
解
爐
の

濫
度
は

何
れ

も

華
氏
一

、

四

七
五

度
、

叉

其
の

分
解
温

度
は

柏
崎．

秋

　
田

製
燈
油

原
料
の

場
合
に

華
氏
八

八

五
度

．

新
津
輕
泊
の

場
合
に

華
氏
八

八

〇
度
と

し
た

，

斯
く
分
解
温
度
五

度
の

相
違
は

即
ち

燈
油
は

輕
油
よ

り

分
解
困

　
難
な

る

爲
め

で

あ

る
．

斯
く
し

て

以
上

の

分
解
作
業
か

ら
次
の

如
き
結
論
が

得
ら
れ

る

　
「
、

蓮
綾
的
の

通
油

量
は
新
津
原

料
が
最
も

少
い

、

其
の

理

由
は

燈
油
原
料
よ

り

炭
素
の

生
成
が

速
か

で

あ

つ

て

通
油
上

自
ら

制
限
を

受
く
る

か
ら

で

あ

る

　
一

、

大
饐
に

於
て

燈
油
が

分
解
さ

れ
易
い
，

併
し

燈
油
の

場
合
攝
氏
一

〇
〇

度
迄
の

溜
出
油

分
が

比

較
的
少
い
、

從
て

此
の

場
合
揮

發
油

牧
得
率
が

他
の

場

　
　

合
に

比

し

多
い

こ

と

に

な
ら
ぬ

　
　
攝
氏
「

OO

度
迄
の

溜
出
油
は

新
津
輕
油
が
一

四
・

四
％
（

未
洗
SG

油
の

分
溜
成

績
參
照
）

で

最
も

多

く

柏
崎
燈
油
が
一

二

∴

五
％
で

之
れ
に

次

ぎ
秋

　
田

燈
油
が

八
。

二

％
で

最
も

少
い

、

叉

乾
黜
は

新
津
輕
油

よ

り

得
た

る

も
の

攝
氏一
ご
一
五

度
で

最
も
高
く

柏
崎
（

二

〇
二

度
）

、
秋
田

燈
油
原

料

（

→

九

五
度
）

　
の

順
序
で

低
く
な
つ

て

居
る

　
一

，

製
品
揮
發
油
は

反
應
壓
力
高
く

原
料
も

亦
燈、

輕
油
を
使
用
す
る

關
係
上

ダ
。

ブ
ス

式
に

比
較
す
れ
ば

品

質
及
び

臭
氣
共
に

優
良
で

あ
る

　
一

、

精

製
分
解
揮
發
油
（

SG

油
）

と

未

洗
分
解

揮
發
油
（

未
洗
SG

油
）

の

分
溜
成

績
と

を

比

較
す

れ
ば

前
者
は

低
沸
騰
點

の

部
分
が

少

く
高
沸
臑

點
の

　
　
部
分
が

多
く

比

重
及
び

乾
點
が

共
に

高

く
な
つ

て

居
る

の

を

發
見
す

る

で

あ
ら

う
、

其
の

原

因
は

洗
滌
中

に

不
飽
和

炭
化
水

素
類
の

重
合
が

起
る

か

ら

で

　
　
あ
る

、

此

の

事
に

就
て

は

本
文
の

最
後
に

於
て

詳
し

く
述
ぺ

る

こ

と
に

す
る

　
一

．

瓦

斯
の

發
生
吊
は

生
成
炭
素
と

同

樣
に

原
料
油
が

重
質
分
多
く
な
る

程
其
の

率
が

多
い

、

從
つ

て

新
津
輕
油

、

柏
崎
燈
油
原
料

．

秋
田

燈
油

原
料
の

順

　
序
で

あ
る

　
→

、

循
環
油
は

秋
円

燈
汕
原

料

の

場
合
比

重
最
も

低

く
初
溜

．

乾
點
も

亦
低
い

、

高

沸
騰
點
の

部
分
を

多
く

含
む
の

は

新
津

轣
油

、

柏
畸
、

秋
田

燈
油
原
料

　
　
の

順
序
で

あ

る

　
一

、

重
油
の

生

成
量
は

原
料
油
に

比

し

て

僅
か

に

五

％
内
外

、

比

重
は

何
れ
も
一

に

近
く

秋
田

燈
油
原
料

よ

り

得
た

る

も
の

は
一
。

〇
二

〇
で

あ

る
．

引

火

．
　

點
は

循
環
油
よ

り

も
低
い

、

其
の

原

因

は

重
油
の

内

部
に

分

解
油
が

混

入
し

來
り

僅
少

の

揮
發
油
が

含
有
せ

ら
れ
て

居
る

か

ら

で

あ
る
．

叉
比

重

よ

り

見
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．
六號

　
て

粘
度
の

少

き
は

本
油
の

特
色
で

あ

り

汕
の

中
に

は

炭
素
が
コ

ロ

イ

ド

歌
を

爲
し

て

存
在
す
る

が

之
は

工

場
用
の

燃
料
と

す

る

に

は

何
等
差

支
な
い

、

徇

　
ほ

凝
固
點
は

何
れ
も

攝
氏
零
下

二

〇
度
以

下

で

あ
る

、

叉
「

般
に

輕
油
よ

り

得
た

る

軍
油
は

燈
油
の

夫
れ
に

比

し

て

重

質

分
が

多
い

一
、

炭
素
は

分
解
壓
力
が

高
く
又

原

料
が

燈
、

脛
油

で

あ
る

爲
め

其
の

生
成

率
が

少

い
、

此
炭
素
は

硫
黄
及
び

次
分
の

量
が

少

く
家
庭
燃
料
と

し
て

は

理

想

　
的
で

あ
る

，

薪
津

輕
油
よ

り

得
た
る

炭卞
系
の

」

例
は

左

の

如
く
で

あ
る

　
　
　

比

重

　

丁
0
へ

九

　

揮

發
分

　

＝
二

二

＝一
％

、

　

灰

分

　

O・
〇

五

％

　

衣

分

　

O
・
 
一

％

　
　
　

硫

黄

　

O
・
三
一
三

％

　

　

發
熱
量

　

九
、

000

カ

ロ

リ

ー

　
最
後
に

著
者
は

最
近
米
國
で

揮
發
油
の

含
有
す
る

硫
黄
と

經
濟
と

い

ふ

問
題
に

就
て

研

究
せ

ら

れ
た
事
の

要
領

を

舞
げ
て

我

が
揮
發
油
と

精

製
問
題
に

及

ん
で

見
よ
う

　
硫
黄

の

多
い

原

料
油
か

ら

造
ら

れ
た
分
解
輝

發
油
は

當
然
硫
黄
の

含
有

最
が

多
い

譯
で

あ

る
、

之
れ

を

硫
黄
含
有
量
〇
二

％
と

云

ふ

規
格
に

適
應
せ

し

め

る

に

は

精
製
上

二

〇
％
の

揮

發
油
を

失
ひ

二

五

％
以
上

の

ア

ン

チ

ノ

ッ

ク

性
を

失
ふ

、

斯
く
し
て

此
の

精
製
上

に

失
ふ

無
駄
は
昨

年

米
國
に

於
て

無
慮
五

千
萬
弗
以

上

に

上

る

と

い

ふ

　
分
解
律
發
油
中
に

含
ま
る

L

硫
黄
を
除
く
精
製
の

行
程
中

に

於
て

失
は

る

玉

探
發
油
と

い

ふ

も
の

は

先

づ

硫

酸
處
理

に

於
て

之
れ

に

溶
解
し

て

失
は

れ

次

に

揮
發
油

分
が

硫
酸
處
理
の

爲
め

化

學
的
重
合
を
起

し
て

瓦

斯
油
（

輕
油
の

「

種
）

に

變
化
し

て

失
は

れ
る
，

共
の

他
蒸
溜
中

油

蒸
氣
と

し

て

逃
散
す

る

に

も
原
因
す

る

　
自
動
車
の

腐
蝕
は

硫
黄
の

含
有
量
と

密
接
な

關
係
が

あ

る
、

典
の

最
も

侵
さ

る

」

所
は

シ

リ

ン

ダ
ー
、

ク

ラ

ン

ク

ケ

ー

ス

及
び

機
械
油
循
璞
装
置
等
で

あ

り

臠
蝕
の

徑
路

は

揮
發
油
が

燃
燒
す

る

際
硫
黄
分
は

亜

硫
酸
瓦

斯
又

は

無
水

硫
酸
を
生
じ

之
が

燃
燒
に

依
つ

て

生

す
る

水

分
と

化
合
し

て

腐
蝕

性
の

亞

硫
酸

或
は

硫
酸
を
生
成
す

る

に

よ

る

　
さ

れ
ば

若
し

茲
に

何
等
か

の

方
法
を
以

て

水

分
の

凝
縮
を
避
け

る

事
が

禺
來
る

な

ら
ば

理

論
上

酸
に

依

る

腐
蝕
は

防
止

し

得
ら

れ

る

譯
で

あ

る
、

例
へ

ば

氣
候
の

關
係
上

水

分
の

凝
縮
を

許
さ

ぬ

檬
な
地

方
で

は

自
動
車
に

臠
蝕
少
く
此

の

事
實
は
一

般
に

認
め

ら

れ
て

居
る
，

故
に

次

分
の

凝
縮
を
避
け
る

爲
め

ク

ラ

ン，
ク

ケ

L
ス

に

或
る

通
風
裝
置
を

工

夫
す
る

な
ら

ば
、

或
る

程
度

迄
自
動
車
の

腐
蝕
は

改
善
し

得
ら

れ
る

こ

と

丶

な
ろ

う

　
硫
黄
含
有

量
と

實
用

と

に

關
し

て

は

○
・

二

％
の

硫
黄
を
有
す

る

揮
發
油
を

數
年
聞

使
用
し

た

が

故

障
は

無
か
つ

た
、

父

カ

リ

フ
ォ

ル

ニ

ヤ

系
の

○
・
四

％

　
　
　
　
偽

肖

甑
及
報
丈
　

　

ク

ロ

ッ

ス

式

及
び
ジ
ェ
ン

キ

ン

ス

式

ク

ラ

ッ

キ

ン

グ
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て

　

　
山

小

田

政
坐

口

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

九

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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論
説

及
報
文

　
　
ク

卩

ッ

ス

式

皮

び
ジ
ェ
ン

キ

ン

ア

式
タ

ラ

ッ

キ

ン

ぞ
プ

卩

t

ソ

響（
に

就
て

　
　
木

田

政

占

の

硫
黄
を
含
む

分．
解
揮
發
油
を
數
ケ

月
問

使
用
し

た

が

同

じ

く

自
動
車
に

故

障
は

無
か

つ

た

と

い

ふ

　

更
に

硫
酸
使
用
量
の

壇
加
と

ア

ン

チ

ノ
リ、

ク

性
の

低
下

と

の

關
係
は

別
表
に．
尓

す
通
り

で

あ

る
．

當
試

驗
は

單
一

試
料
に

は

硫
黄

の

多
い

カ

リ

フ
ォ

ル

累

ヤ

原
油
か

ら

造
つ

た

分
解
揮
發
油
を
用
び

た

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

ア

ン

チ

ノ

ッ

ク

遞
．・

減

表

砒

酸
使
用

量
（

柘
當
）

　
　
　

　

〇

　
　
　

　

八

　
　
　

二

〇

　
　
　

三

〇

　
　
　

四

〇

ア

ン

チ

ノ

ッ

ク

効

傘
を
ペ

ン

シ

ル

バ

昌

ヤ

直．
溜梅
悼

發
油

に

加
へ

大

る

ペ

ン

ゾ

ー

ル

の

％
に

て、
由
慨｝
尓

す

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
四

七

％

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
四

五
〃

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
四

二
〃

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
三

七
〃

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
三

五
〃

七．
U

シ

リ

ン

ダ
ー

の

デ

ル

コ

自
動
車
を
用

ひ

ア

ン

チ

ノ

ッ

ク

の

低

率
か

％
に

て

表

示

す

　
　

　
　

O
％

　
　

　
四・
二
〃

　
　
一
〇・
六
〃

　
　
二

一
・

二

〃

　
　
二

五
・

五
〃

　

以

上

の

論
旨
か

ら
飜
つ

て

我

が

國
揮
發
油
の

實
歌
を

考
察
す
る

に

遺
憾
乍
ら
本

邦
一

般
の

需
要
者
は

未
だ

幼
稚
に

し

て

米
國
よ
り
「

暦
科
器

的
自
覺
少

く

徒
に

外
觀
水

白
色
の

も

の

を

徇
び

臭
氣
に

拘
泥

し

燃
料

本
來
の

目

的
を

閑
却
し

て

居

る
、

之
れ
が

爲
め

製
油
業
者
は

必

要

以

上
の

極

端
な
る

化

舉
的
精
製
を

餘
儀
な
く
せ

ら
れ

共
の

精
製
上
の

損
失
た

る

や

實
に

夥
し

い

も
の

が

あ

る
．

若
し

燃
料
に

對
す

る

理

解
が
一

段
と

進
み

無
用
な
る

洗
滌
或
は

化

學
的
締
製
を

省
略

或
は

節
約
す

る

こ

と

が

出
來
る

な
ら

ば

我

が

國
で

も
低
廉
な
る

揮
發
油

の

供

給
が

可
能
で

あ

り
、

國
家
の

利

谷
亦
多
大

な
る

も

の

あ
り

と

信
す
る

の

で

あ
る

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe
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箱
四

、

圖

　
面

　
説

　
明

第
→

圖
は
ク

ロ

ッ

ス

式
裝

置
の

概
要
を
示

す
も

の

で

あ

る

り゚

原
料
張
込

線

（

低

繼
筒

蓮
絡
）

　

　

δ

　
 

　

高
瞳

張
込
綟

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　．

燭

　

　
 

熱
交
換

器

宀

萄

ト

ラ

ン

ス

フ

ァ

婁

ラ

イ

ン

　

　

（

（9） （7）

反
應

室

隈
力

調
節

兌

溜

出

油

線

リ

ボ

イ

ラ

ー

（13×12×11）く10 ）

溜
出

汕
線

蒸

發
熔卩
（

ヴ
ェ

ー

パ

ラ

イ

ザ
ー

）

軍
油

線
（

蒸
發

塔
底
部
の

電

油
な

冷
却

器
に

導
く

）

冷
　
却

　
器
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第七
山’s號

UN

第
一

圜

　
ク

ロ

ッ

ス

裝

置
式

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
切

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

／

MO

　

1

　

　

　

8
　
団

ー

二

悼

c。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

N

、

　

刈

レ

　

ニ

“
11

“

“

d1

5

巧

　

　

一

刈　

　

δ「

N
↑

゜

§
OO§
§

0000000bOOO

◎
OOO

OOOOOOOO　

　

宕

§
0800
◎
PO

§

　
000000

02

「
00000

」
　

80003§
90001

　

0000

円
51

巽
h

い　

UO

O

　

「

δ
　
 

μ
H凵凵
11h11

％． −　　　　 　

　

　

塾

　

　

　
、

お

［

／

5
「

ーF
一

二

　一
　

工ーー

　

r　．　
1

鶚
q

輪゜
　
一

5。
匿
U
巨

、　　　ド
．”・
目
−ー

喟
隔

口「
幣
甲

出
・

　

　

　

　

r

ト
F」
騨
臣

−

h

ー
肖

萼
ぼ
ほ

陣
儲

　

　

　

’，
＝　
I　
I　
I

「
1−
U

ト　　　　　．　I　　　　　　I　　
I　　　　　　
I　　　　　　　
I　　　　
I　　
I

雫
ー
匹
旺

μ

11

’
−ー
旺

卩

明
距
恥

『

博
“

硅
陪

げ
ほ
1111b

卩

卩

畦

ホ
叫
隔

靼
11
叫

肛
」

IIIIII

弔h
一
−−
1

…
−

．
1

…°
…
L

．
uhh

°°亅いー

←
NN

　
　

　

　

　一
い

一
「

拝
日

ー
↑NU

口

O
N
令

　
一
　
　

；，°
ー卩

　
ドヒ
しコロ　
　

イ　　
ね

　

や

一
〇

　
　
　
　
博

い
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　　li

l
− ！ti
　　↑

玉

N
『
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（SIO｝〔19 、〔IS ）（17×16 ）〔14）

貯
藏
タ
ン

ク

に

至

ろ

重

油

線

油
懿…
氣
線

（

ヴ
ェ

ー

パ

ラ

イ

ザ

ー

ト

部
よ

り

の

　

　

　
　
油
蒸

氣
秘

精

溜
塔
に

導
く

）

馳
桐

溜

塔
（

デ

フ

レ

グ

メ

ー

タ

ー

）

網
溜

塔
よ

り

天

斯
油

か

冷
却
器
に

導
く

同
上

貯
油

槽
に

至

ろ

線

ト
レ

，

（27J（26）t25）c2十｝（23 ｝（22 ）

揮
發
油

線

瓦
斯
分

離

器
に

至

る

揮

發
油

線

瓦

斯

分
離

器

揮

發
油
線

分

解
燬
に

至

る

燃

料
試
斯
線

バ

ー

ナ

ー

諭
践
及

報
丈

　
　
ク

ロ

ッ

ス

式
及

び
ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

式

ク

ラ

ッ

キ

ン

グ
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就

て

　

　
水
田

政

吉

鋤

分
解

耀

蹴　

　
煙

　

突

川

 
鞴

圃
、

犖
熱

管

七
一
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論脚
親
及

報

文

　

　
ク

ロ

ッ

ス

式

及
び

ジ
ェ
ン

キ

ン

ス

式

ク

ラ
ッ

キ

ン

グ
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て

　

　・
水

田

政
士

口

ジ

ェ

ン

キ

ン

ス

式

分
解
蒸
溜
法

七

二

　
ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

式
は
一

九
一

七

年
米
國
の

特
許
を
得
た
以

前
製
造
能

力
は

小

さ

か

つ

た
が

、

最
近
一
ユ

一一
．
ト

の

能
ガ
を
一
．

000

馮
に

改
め

漸
次

石

油

業
者
聞
に

認
め

ら
れ
る

様
に

な

り

現
在

米
國
に

於

て

之

れ
が

採
用

の

數
は

三

三

基
で

あ
る

と

い

ふ
．

我

が

國
小

倉
看
油

會
瓧
で

も
昨
年
「

基
を

逮
設
せ

ら

れ

た第
一

、

裝
置

　
　

第
二

圖
の

通
り

水

干
罐
と

鐵
管
と

を

取

り

交
ぜ

た

も
の

で

バ

ル

ト

ン
、

ク

ラ

ー

ク

式
若
く

は

多
管
式
ボ

イ

ラ

ー

に

似
た
も

の

で
、

油
を

循

環
せ

し

む
る

爲
め

に

特
種
の

プ
ロ

ペ

ラ

ー

を
附
す

る
，

水
卒

罐
は

徑
六

呎
．

長
さ

三
五

呎
、

厚

さ

萱

吋
で

爐
の

上

に

乘
り

．

罐
の

兩
端
よ

り

圓
筒
が

下

が

り

各
圓
筒
の

下
端
は

上

の

水
李
罐
と

直
角
に

置
か
れ

た

ド

ラ

ム

に

蓮
結
す

る
．

そ

れ
で

此
の

二

つ

の

ド

ラ

ム

は

焚
ロ

よ

り

見
て

後
の

方
が

位
置
が

低
く

，

此

の

二

つ

の

ド

ラ

ム

の

間
に
一

二

四

本
の

鐵
管
（

徑
三

吋
牛
長
さ

二
→

呎
）

を
斜
に

嵌

込
ん

で

連
結
し
て

ゐ

る

が

此

の

鐵
管
が

即
ち

分

解
帶
で

あ

つ

て

直
接
火
熟

を

受
け
る

所
で

あ

る

　
叉

プ

ロ

ペ

ラ

ー

は

水
準
罐
の

後
部
の

一

端
の

圓
筒
中
に

あ

り

三

五

馬
力
の

モ

ー

ト

ル

で

邂
轉
さ

れ
一

分
間
一

八

〇

囘
轉
を

な
し
油
を

循
環
す
る

．

プ

『
ヘ

ラ

ー

の

取

付
方
は

垂

直
の

軸
で

モ

ー

タ

ー

に

蓮

結
し

特
種
の

ス

タ
ッ

フ

ィ

ン

グ
。

ボ
。

ク

ス

を

用
ひ

漏
洩
な
か
ら

し

む
る

　
叉

水
甼
罐
よ

り

少

し
く
離
れ

て

レ

フ

ラ
ッ

ク

ス

・

タ

ワ

ー

（

徑
五

呎

長
さ

三

〇
呎
）

が

あ

り

又

そ
れ
と

竝

ん

で

精
溜
塔
（

バ
ッ

ブ

ル

タ

ウ

ー
．

徑
五

呎

長
さ

三

〇
呎
）

が

あ

る
．

高
壓
力
は
レ

フ

ラ
腱、

ク

ス

・

タ

ワ

ー

迄
か
」

り

精
溜
塔
と

の

閻

に

レ

リ

ー

フ

奪
が

あ
り
、

共
よ

o

先
き

は

壓
力
が

な

く
な
る

，

夫
れ
で

是
等

の

塔
の

下

に

は

冷
却
器

が

あ
る
，

ジ

＝

ン

キ

ン

ス

式
の

壓
力
は

普
通
一
→

五

封
度
を
適

當
と

し
て

ゐ

る
．

更
に

水
畢
罐
の

上

に

水

亭

の

蒸

發
塔
が

あ
る
，

之

れ
を
蒸
發
塔
或
は
エ

ッ

キ

ス

パ

ン

ダ

ー

と

い

ひ

前
方
の

ド

ラ

ム

の

底
部
と
鐵
管
と
で

連
結
し
て

ゐ

る
．

其
の

他
蒸
發
塔
の

上

部

よ

り

冷
却
器
に

行
く
鐵
管
及

び

後
部
ド

ラ

ム

の

底
よ

り

内
部
の

油
を

拔
く
場
合
に

使
用

す

る

鐡
管
及
び

冷
却
器

等
が

あ
る

第
二

、

作
業
方
法

　
　
原
料
油
は

瓦

斯
油
に

限
ら

れ
る

、

ボ

ー

メ

三

二

⊥
二

四

度
（

比

重
○
・

八

六

五

ー
○
・

八

五

五
）

の

原

料
油
を
筒
喞
で

レ

フ

ラ
．

ク

ス
・
タ

ワ

ー

の

上

部
に

逸
る

，

原
料
油
は

か

く
し

て

塔
内
で

豫
熟
さ

る

」

と

同

時
に

水

早

罐
よ

り

來
た

油
蒸
氣
を
冷
却
し

て

共
の

内
の

重
い

部

分
を
拉
し

去
わ

塔
の

下

部
に

溜
ま
り、

之
よ

り

自
身
の

重
量
で

水
甼

罐
中

に

流

れ
込
む
，

共
の

場
所
は

プ

ロ

ペ

ラ

ー

の

す
ぐ
上
部
で

あ

る
，

ブ
卩

ペ

ラ

ー

は
常
に

囘
轉
し

て

是
等
の

薪
ら

し
い

原
料

油
を

下
に

遞
り

既
述
の

系
統
中

を
循
環
せ

し

む

る
，

油
は

加
熱
鐡
管
を
通
る

時
に

の

み

充
分
加
熱
さ

れ
る
．

掴
熟
さ

れ
た

油
は
前
部
の

ド

ラ

ム

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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に

出
て

再
び

水

李

罐
に

入

り
、

此
所
で

輕
い

部
分

（

揮

發
油
や

瓦
斯
油
）

は

蒸
氣
と

な
つ

て

レ

フ

ラ
．

ク

ス
・
タ

ワ

ー

に

行
き
重
い

部
分
丈
け
既
述
の

如
く
逆

戻
り

す

る
．

次
に

液
化

し

な
い

輕
い

瓦

斯
は
レ

リ

ー

フ

舁
を

經
て

減
壓
さ

れ
順
次
第
一

及
び

第
二

精
溜
塔
に

入

り

揮
發
油

分
は

第
二

精
溜
塔
の

上
部
よ

り
出

で

冷
却
器
に

行
く

，

瓦

斯
油
及
び

軍

質
揮
發
油
は

下

方
に

溜
ま

り

之
れ
は

別
に

再

蒸
溜
釜

の

設
備
に

通
じ
て

再
蒸
溜
し

重
き
揮

發
油
（

二

號
）

と

燃
料
又

は

再
製
原
料
と

に

分
ち

此
の

揮
發
油
（

二

號
）

に

輕

質
揮
發
油
（

一

號
）

を
混

合
し

た
も
の

を

以

て

製
晶
と

す

る

　
徇
ほ

前
方
分

解
蒸
溜
釜
ド

ラ
ム

の

底
部
に

は

炭
素
を

含
む

油
が

溜
ま
る

か

ら

絶
え

す
之

れ

を
蒸
發
塔
に

導
く

、

蒸
發
塔
は

自

身
の

熱
で

重
油
と

瓦
斯
油
と

に

分
溜
さ

れ
重
油
は

底

部
よ

り

冷
却
器
を

經
て

貯

藏
槽
に

行
き

瓦

斯
油
は

同

様
に

冷
却
さ

れ
再
製
原

料
（

或
は

循
環
油
と

い

ふ
）

と

な

る

第→
二
，

工

業
的
成
緒…
　

　

左
記
杖鹽
米
國
ス

ケ

ー

り

−

石
油

會
計帖
（

カ

ン

サ

ス

州円
）

　
　一

．

難
溜
釜

、

即
ち

水

卆

罐

内
の

隱
力

（

レ

フ

ラ
ッ

ク
入

・
タ

ワ

i
迄
）

】
，

澁

　

度
（

華
　

氏
）

　

藻

　
　
溜

　
　
釜

　

レ

フ

ラ
ッ

ク

ス

・
タ

ワ

ー

　

分

　
　

解

　
　
爐

　

烟

　
　
　
　

突

、

收

量
其
の

他

年

一
九
二

四

月一 二
一 〇 九 八 七 六

第
一
ユ

晶

ッ

ト

七
三

五

四【
一

〇

−
四【亠
ハ

〇

一
亀

五

三

〇

i
一

−

五

五

〇

八

三

〇

ー
八

四

〇

　 　　 　　 　　 　　 　　發張

二 三 二 ・二
三 二 二 i　

ita
，

ms’tii

奎％ 金鉛 き歪簾

に

就
き

調
べ

た
實
際
成
績
で

あ
る

　
　
　
　

　
　

　
　
「
0
山
バ

ー
一
　一

〇
封一
度

　
　
　
　

　
　

　
　

第
二
昌
轟
ッ

ト

　
　
　
　

　
　

　
　

七

四

〇

　
　
　
　

　
　

　
　

五

〇

〇

　
　
　
　

　
　

　
　
一
．

四

五

〇

1
一

、

四

九
〇

　
　
　
　

　
　

　
　

八

六

〇

　
　

　
　

九
二

五

そ

れ
で
一

囘
の

遖
績
作
業
時
問

が

二

〇
日

以
上

、

掃
除
は
一

囘
一

H
で

あ
る
，

次
に

精
溜
塔
よ

り

禺
た
僅
の

揮
發
油
は

變
色
せ

す
，

洗
滌
せ

す
（

共
の

饉
）

製

　
　

　
　

諭
竄

及
報
丈

　

　
ク

ロ

ッ

ス

式
及
び

ジ
呂

ン

キ

ン

ス

式
ク

ラ
ッ

キ

ン

グ
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て

　

水

田

政

吉
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
七

三

　 　 　 　 　 　 　 　 同
　 　 　 　 　 　 　 　 上

　 　 ＿　＿　＿　＿ ．．一　＿　重

三 宅 死 五 天 蓋 6 天 梨
孟 £ 6 主 ．i （5 主 620

瓦

斯
、

炭
素

及

減

　
ハ

％
）

　

　
三
・
〇

　

　
三
。
〇

　

　
二
・
五

　

　

丁
五

　

　
一
TO

　

　
二
・
〇

　

　
二

6

　

　
一
・

0

張
込

原
料
油

の

總

量
r

粘
）

五
冖
、

五

〇
〇

四

九．
五

〇

〇

三

九
覧

000

四
八

、

OOO

五

五
、

OOO

四
三

−

OOO

四

四
．

000

四

五
、

OOO
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第 圜

論
窺
及

報

文

ク
卩

ッ

ス

式

及
び
ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

式

ク

ラ

ッ

キ

ン

グ
・
プ

ロ

セ

ッ

ス

に
晶
就

て

水

田

政

吉

七

四
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第七
占
ノ 、號．

品
と

し
て

居
る

が

ボ

｝

メ

は

六

六
・
五

ー
六

八
・

九

度、

再
蒸

溜
し
た
方
の

揮
發
油
は

五
四
・
五

度
、

是
等
を
調
合
し
た
製
品
の

品
質
は

ボ

ー

メ

五

八
。

八

度
，

初
溜
二

一

七

度
．

乾
點
四一
二

〇
で

あ

つ

た

第
四
、

ジ
ヱ

ン

キ

ン

ス

法
の

批
評
　
　
ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

法
の

揮
發
油
は

色
が

白
く
臭
が

比

較
的
少

い

と

い

ふ
，

又

ジ
呂

ン

キ

ン

ス

側
の

入
の

論
に

ょ

れ
ば

油
の

熱
分
解
の

速
度
は

數
秒
間
で

充

分
で

あ

る
，

即
ち

加
熟
時
間
は

極

短
く
て

宜

敷
い

，

ジ
ニ

ン

キ

ン

ス

式
は

加
熱
鐡
管
の

長
さ

二
一

呎

に

過
ぎ
な
い
、

然
る

に

他
の

ク

ラ
。．

キ

ン

グ

の

方
法
に

於
て

は

ダ
ッ

ブ
ス

で

も

ク

ロ

。

ス

で

も

共

他
の

も

の

で

も

長
さ

が

非

常
に

長
い

、

何
百

呎

も
あ

る
，

從
つ

て

高
熱
に

長
く

曝
さ

れ
一

旦

分
解
し
た
も
の

が

更
に

加
熱
さ

れ
餘

分
の

分
解
を

起
し
揮
發
油
の

品
質
が

低
丁

さ

れ

る

と

い

ふ

の

で

あ
る

，

因
み

に

小

倉
石
油
會
祗
は

現
に

壓
カ
一

二

〇
封
度
程
度
で

作
業
を

行
つ

て

居
る

、

最
近
米

國
で

改

良
さ

れ
た

も
の

に

は

高
壓
三

〇
〇
封
度

迄
の

も
の

が

あ

る

と

い

ふ

事
で

あ

る

第
五

．

圖
面
の

論
明

　
　
第
二

固
は

ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

裝
置
の

概
要

を

示

す
も

の

で

第
三

鬪
は

最
近
改

良
さ

れ
た
同
裝

置
配
列

の

概

要
及
び

同
法

作
業
全
般
を

示

す

爲
め

の

も
の

で

あ
る

　

絡
り

に

臨
み
．

余

は

本
日

の

講
演
に

關
し

て

日

本
石
油
魯
砒
佐
藤
工

學
士
．

中

守
工

學
士

、

甼

澤
工

學
士

諸
氏
の

助

力
を

得
た
る

事
に

就
て

謝
意
を

表
す

る

も

の

で

あ
る

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
（

経
）
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「．
ク

ロ

。

ス

式

及
ジ
ェ

ン

キ

ン

ス

式
ク

ラ
。

キ

ン

グ

プ

ロ

セ

ッ

ス

に

就
て
」

に

關
す

る

應

問
討
議

　
吉
村

菖
治
君（
座

長
）

　
只
今
の

御
講

演
に

對
し

御

質
問

は

あ

り

ま
ゼ

ん

か

　
水

谷

光
太
耶

君

　
表

に

あ

る
SG

油
の

比

重

は

少

し

高
い

と

思

ひ

ヱ

ず

が

蒸

溜
な
ぜ

ず
に

其
憧

自

動

車
に

使
用
出

來
ま
す
か

　
水

田

政
吉
君

　
實
用

に

は

差
支
あ

り

ま

ぜ

ん

殊
に

夏

期
に

於

て

そ、
、．
で
す

　

大
島
義

清
君

　

揮
發
油
は

酸
洗
な
砿

ず
只

蒸

溜
の

み

で

使
用
出

來
ま

す

か

水
田

君

使

用

出

來
菰

い

事
は

あ
n

ま

ぜ

ん

が

色
及
臭

な

除
（

爲
に

酸

洗

な

要
し

ま

す

大
島
君

水

田

君

　

大

島
君
　

循

環

汕
は

其

牛
分
は

分

解
し

他
の

牛
分
は

循
環
す
ろ

も

の

で
て

か

　

水
田

君

　
そ

う
で
す

循
環
油
は

牛
分
だ

け

加
へ

て

居
り

ま

す

　

大

島
君
　

揮
發
沺
の

出

來
高

は

何

％
位
で
す

か

、
　

水

田

君

　
六

〇
1

七

〇

％
で

す

　
　
大
島
霜

　

釜
殘
油
の

用
途

は

　
　
水
田

君

　
工

場
用
燃

料
に

用
ひ

ま

す
、

釜
殘
油
は

成
分
が

變
化

す
る

爲
か

初
め

分

解

し

て

も

其
分

解
は

備

程

困

難
と

な
”

ま

丁

　
　
水
谷

君

　
直
溜
及
分

解
揮
發
油
と
の

開
係
で
寸

が

西

山
原
油
な

登

部

分

解
し

て

揮
發

　
油
に

す

う

な

ら

ば

其
出

楽

高
は

幾
％
位
で
す

か

　
　
水

田

君

　
西

山
療

湘
で
は

直

溜
揮

發
油
は

二

五

％
故

夏
に

燈

油

と

輕
油
と

な
分

解
し

簍
油
の

蕪
が

業
に

馨
す
る

な

ら

ば

護
洗

な

省

略

繋
ま

す

か

ぞ
分

饗
猫
慰
・

あ

キ
れ

ば

舞
婆
原
油

籔
七

A．

璽
o
％
得
ら

れ

る

酸
洗

笶
張

必
要
と
い

ふ

歪
な

つ

て

居

呈
す

　

　

　
〜

恵
・

与

　

　

　

　

　

　

　
（

丈
責

在

編
輯
）

諭

饕
羹

ζ
ッ

ス

式
及
び

ジ
・

ζ
ン

ス

式
ク

・
・

キ

ン

グ
・
プ

ニ
・

歪
就
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水

田

政
吉
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